
補 正 の 概 要 
 

１ 補正は、毎月公表している「東京都の人口（推計）」の人口（以下、推計人口という。）

について、５年周期で新しい国勢調査の確報結果による人口が公表される都度行ってい

るものである。 

推計人口は、直近の国勢調査人口を基準とし、これに住民基本台帳人口及び外国人登

録人口の増減数を加減して算出したものであるため、新しい国勢調査の結果が公表され

るたびに生じる乖離（差分）を補正する必要がある。 

２ 補正の対象である平成 17 年 11 月から平成 22 年９月までの推計人口は、平成 23 年３

月に平成 22 年国勢調査速報結果の人口で暫定的な補正を行っているが、今回、平成 22

年国勢調査確報結果の人口で補正を行ったものを確定的な補正人口とする。 

 

 

利 用 上 の 注 意 
 

１ 平成 22 年 10 月１日現在における平成 22 年国勢調査確報結果の人口と平成 17 年国勢

調査確報結果の人口を基準とした推計人口の差分を補正値とした。 

２ 推計人口の要因別人口増減（他県間移動、都内間移動、出生、死亡、その他の増減（職

権上の記載・消除数と外国人登録増減数）については補正の対象外である。 

 

 

補 正 の 方 法 
 

 補正するにあたっては、区市町村、男女別に、補正値（差分）を毎月の人口増減にお

ける「他県間移動」と「都内間移動」を合計した移動人口の規模に応じて各月に配分し、

その累積値を各月の推計人口に加減していく方法を用いた。 

 

（１）都総数の補正加減人口の算出 

ア 男女別に平成 17 年 10 月１日から平成 22 年 9 月末日まで（60 か月）の累積移動人

口に対する各月の累積移動人口の割合を算出する。 

イ 差分に上記の割合を乗じ、各月、男女別に補正加減人口を算出する。 

（２）区市町村別補正加減人口の算出 

ア 上記（１）と同様の方法で、区市町村別補正加減人口を算出する。 

イ 各月の都総数の補正加減人口に、区市町村別補正加減人口の総和が一致するよう

に、ギャップを補正加減人口の割合に応じて区市町村別に配分し、修正する。 

（３）補正人口の算出 

 補正人口は、各月、男女別に算出した都総数の補正加減人口及び区市町村別補正加

減人口を補正前の推計人口に加えて算出する。 

 

 



 

補正算式（男女別）は、次の通りである。 
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各区市町村 
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ただし、 

ｉ   ：地域 1,2,･････,63 （1:千代田区、63:小笠原村） 

ｔ   ：時点 1,2,･････,60 （1:平成 17 年 11 月、60:平成 22 年 10 月） 

ｊ   ：期間 0,1,･････,59 （0:平成 17 年 10 月中、59:平成 22 年９月中） 

Ｐｒｔ ：ｔ時点における都総数の補正人口 

Ｐｔ  ：ｔ時点における都総数の公表済みの推計人口 

Ｐａｔ ：ｔ時点における都総数の補正加減人口 

Ｐｓ  ：平成 22 年 10 月の都総数の国勢調査人口 

Ｐｅ  ：平成 22 年 10 月の都総数の公表済み推計人口 

Ｍｊ  ：ｊ期間における都総数の移動人口 

Ｐｒｉｔ：ｔ時点におけるｉ地域の補正人口 

Ｐｉｔ ：ｔ時点におけるｉ地域の公表済み推計人口 

Ｐa’ｉｔ：ｔ時点におけるｉ地域の修正済み補正加減人口 

Ｐaｉｔ ：ｔ時点におけるｉ地域の補正加減人口 

Ｐｓｉ ：平成 22 年 10 月のｉ地域の国勢調査人口 

Ｐｅｉ ：平成 22 年 10 月のｉ地域の公表済み推計人口 

Ｍｉｊ ：ｊ期間におけるｉ地域の移動人口 

Ｐｓｉｔ：ｔ時点におけるｉ地域の国勢調査人口 

Ｐｅｉｔ：ｔ時点におけるｉ地域の公表済み推計人口 

 

 


